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2026 年の動向 
“CNP の世界観：技術構造から世界経済への適用？”  

(株) ｼﾞｮﾝｸｪﾙｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 落合以臣 
“CNP Worldview: From Technical Structure to Global Economic Application?” 

Shigemi Ochiai, Jonquil Consulting Inc. 
 

世界は現在、「小競り合い接戦」と呼べる時代に入っております。 これは、サロー先生がかつて指摘

された“ゼロサム社会・大接戦”の延長ではなく、 世界全体の構造疲労が限界に達し、蓄積された歪み

が一気に表面化した結果と考えております。我々が目にしているのは、単なる紛争や経済不安ではなく、

世界経済・都市・産業・文化・地政学が同時に揺らぐ「構造の崩れ」と言えます。 
 
1. 世界が「小競り合い接戦」に陥った背景 
（1）世界経済の構造疲労が限界に達したためです 
過去 30 年間、世界は成長しているように見えましたが、実際には以下のような歪みが蓄積してました。 
• 都市の過密化 
• 産業構造の断絶 
• エネルギー供給の偏在 
• 情報の過負荷 
• 文化の断片化 

これらはすべて、構造の乱れとして説明できます。 
（2）ある国の侵攻が、世界構造の破裂点となったためです 

特定の国名には触れませんが、一国の侵攻行為が、世界の構造疲労を一気に可視化する“引き金”
となりました。侵攻そのものが原因ではなく、 世界がすでに限界に達していたことを示す出来事であっ

たと考えます。 
（3）世界が“統合的な構造 OS”を持たずに動いてきたためです 
世界は長く、 経済 OS、軍事 OS、技術 OS、文化 OS といった“部分 OS”で動いてまいりました。しか

しながら、世界全体を統合する「構造 OS」は存在しておりませんでした。その結果、 部分同士が衝突し、 
現在のような小競り合い接戦の時代に入ったと考えます。 
 
2. CNP（Carbon Nexus Process）は世界構造を読み解く OS です 

CNP は、 光・時間・散乱・純度という 4 つの構造要素を用いて世界を読み解く枠組みでございます。

この 4 要素は、 技術、都市、産業、文化、エネルギー、そして世界経済に至るまで、 あらゆる領域に共

通する“構造の言語”として機能いたします。CNP は、世界の歪みを「対立」ではなく「構造」として捉え、

再構築のための Operating System を提供いたします。 
 
3. 技術構造から世界経済へ──CNPの適用可能性 

CNP はもともと技術構造の分析から始まりましたが、現在では世界経済そのものが“構造の歪み”とし
て現れております。 

• サプライチェーンの断裂 
• 物流の不安定化 
• 資源の偏在 
• 通貨の揺らぎ 
• 文化の断絶 

これらはすべて、 構造の乱れとして説明可能でございます。 
CNP は、 技術→都市→産業→世界経済へと、構造 OS として拡張できる枠組みであると考えます。 
 
4. 世界は今、構造の再編を必要としています 
小競り合い接戦の時代は、衰退の兆候ではなく、新しい構造 OS が必要であることを示すサインでご

ざいます。CNP は、そのための言語であり、世界を再構築するための未来 OS として機能すると考えて

おります。 


